






結論 

乳幼児急死例について心筋ミオプロビンの動向を酵素抗体法を用いて検討したところ、

SIDS において心筋ミオグロビンの逸脱している症例が多く、SIDSにおいて最終的に心筋の

虚血性障害が発生している可能性が示唆された。 


